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府政、暮らしのご相談は

田島よしみつまで

日々の活動をブログで報告

八幡市男山美桜5-29〒614-8362 （事務所）

京都府議会議員
TEL 075-982-1482
FAX075-982-1492

田島よしみつ で検索
フェイスブックの
友達申請も歓迎！
お気軽にどうぞ

【プロフィール】昭和47年9月生。●［平成３年］平安高等学校卒業。三菱自動車工業（株）京都製作所入社。
同社サッカー部（現・浦和レッズ傘下チーム）に所属。●［平成８年］同社退職。龍谷大学経営学部入学。
●［平成19年］衆議院議員公設第一秘書。●［平成28年］八幡市議会議員初当選。●［平成31年］京都府議会議員初当選
【現職】●京都府議会 文化・教育常任委員会委員、子育て環境の充実に関する特別委員会委員、予算特別委員会委員
八幡市在住で妻・長男（高校生）・長女（中学生）・次男・次女（小学生）の6人家族。

　

春
寒
の
候
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
温
か
い
ご
指
導
と
お

力
添
え
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、
学
校
が
臨
時
休
業
に
な
り
、
卒
業
式
や
入
学

試
験
を
控
え
た
児
童･

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
過
去
に

な
い
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
に
は
仕
事
や
子
育
て
に
影
響
も
出
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
京
都
府
も
八
幡
市
も
行
政
と
し
て
、
総

動
員
で
こ
の
難
局
に
立
ち
向
か
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
私
た
ち
政
治
家
が
で
き
る
こ
と
と
行
政
が

で
き
る
こ
と
の
両
輪
で
早
期
の
収
束
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
平
成
か
ら
令
和
へ
と
御
代
が
替
わ
る
中
、

私
も
八
幡
市
議
会
か
ら
京
都
府
議
会
へ
と
ス
テ
ー

ジ
が
替
わ
り
、
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ
を
実
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
９
月
定
例
会
で
は
府
議
会
で
初
の
一
般
質

問
に
登
壇
し
ま
し
た
。
ま
た
、
府
議
会
に
お
い
て
は

文
化
・
教
育
常
任
委
員
会
、
子
育
て
環
境
の
充
実

に
関
す
る
特
別
委
員
会
の
委
員
と
し
て
令
和
４
年

度
中
に
延
期
さ
れ
た
文
化
庁
の
本
格
的
移
転
、
教

育
環
境
の
充
実
や
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
立

ち
向
か
う
た
め
の
子
育
て
環
境
日
本
一
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
の
先
進
地
視
察
な
ど
、
調

査
研
究
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
２

年
度
の
京
都
府
当
初
予
算
９
０
５
４
億
５
５
０
０
万

円
を
審
査
す
る
予
算
特
別
委
員
会
委
員
と
し
て
、

新
た
に
策
定
さ
れ
た
京
都
府
の
総
合
計
画
実
現
に

向
け
た
予
算
編
成
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
し
っ

か
り
と
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
こ
れ
ま
で

の
経
験
や
知
識
を
活
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
安
藤
裕
衆

議
院
議
員
や
引
き
続
き
八
幡
市
の
舵
取
り
を
担
わ

れ
る
堀
口
文
昭
八
幡
市
長
、
八
幡
市
議
会
議
員
の

皆
さ
ま
と
連
携
し
、
京
都
府
と
八
幡
市
の
発
展
と

府
民
福
祉
の
向
上
に
む
け
、活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

京
都
府
議
会
議
員　

田
島
よ
し
み
つ

【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】

　

少
子
・
高
齢
化
が
深
刻
な
問
題
と
な

り
、
八
幡
市
も
少
子
・
高
齢
化
、
人
口

減
少
が
予
想
を
超
え
て
進
展
し
て
い
ま

す
。
京
都
府
は
少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
に
ど
う
向
き
合
っ
て
い
か
れ
ま
す
か
。

【
西
脇
知
事
】

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
２
０
４
０
年
の
将
来
推
計
で
は
、
京

都
府
の
人
口
は
現
在
の
２
６
１
万
人
が

２
２
４
万
人
へ
と
37
万
人
、
約
14
％
減

少
す
る
と
さ
れ
、
府
南
部
の
相
楽
東
部

３
町
村
や
府
北
部
の
丹
後
地
域
に
は
、

減
少
率
が
50
％
を
超
え
る
と
さ
れ
る
市

町
村
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
は
２
０
１
５

年
の
約
34
万
人
か
ら
46
万
人
に
増
加

一般質問

少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
の
府
の
対
応
は
？

ま
ち
の
変
化
に
対
す
る
府
の
支
援
は
？

農
地
転
用
の
課
題
や
今
後
の
考
え
は
？

し
、
15
歳
か
ら
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口

は
、
ピ
ー
ク
で
あ
る
１
９
９
５
年
の
約

１
８
４
万
人
か
ら
約
１
２
０
万
人
に
減

少
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
少
子

高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
に
対
し
て
は
、

長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た
文
化
、
世

界
的
魅
力
の
あ
る
観
光
資
源
、
ハ
イ
テ

ク
か
ら
伝
統
産
業
ま
で
の
多
様
な
企
業

集
積
、
研
究
所
や
大
学
機
関
か
ら
生

ま
れ
る
高
度
技
術
、
多
様
な
地
域
の
魅

力
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
力
な
ど
、

京
都
な
ら
で
は
の
総
合
力
を
生
か
し

て
、
課
題
を
克
服
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、今
回
策
定
し
た
「
子

育
て
環
境
日
本
一
推
進
戦
略
」
に
基
づ

き
、
若
者
が
安
心
し
て
結
婚
、
出
産
、

子
育
て
で
き
る
就
労
環
境
の
整
備
、
住

環
境
を
含
む
子
育
て
し
や
す
い
街
づ
く

り
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
支
え
る
仕

組
の
構
築
な
ど
、
総
合
的
な
対
策
を
推

進
し
、
社
会
全
体
で
子
育
て
を
見
守
り

支
え
る
、
あ
た
た
か
い
子
育
て
社
会
の

実
現
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
及
び

高
齢
者
の
増
加
で
、
支
え
る
側
と
支
え

ら
れ
る
側
の
バ
ラ
ン
ス
が
変
化
す
る
中
、

中
小
企
業
等
の
担
い
手
の
不
足
や
、
社

会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
に
伴
う
厳
し

い
財
政
運
営
が
今
後
も
予
想
さ
れ
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
新

技
術
を
活
用
し
た
生
産
性
の
向
上
や
、

京
都
経
済
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
活
用
し
た

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
支
援
、
文
化
・

観
光
の
魅
力
を
生
か
し
た
地
域
の
活
性

化
な
ど
、
地
域
産
業
の
活
性
化
と
若
者

の
地
域
定
着
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
大

の
抑
制
に
つ
な
が
る
「
予
防
」
と
い
う

観
点
か
ら
、
府
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康

づ
く
り
を
推
進
し
、
全
て
の
府
民
が
健

や
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
を

実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
世
代
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
夢
と
希
望
を
持
ち
、
将
来
に
わ
た
っ

て
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
京
都
を
つ

く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】

　

八
幡
市
は
令
和
５
年
度
に
新
名
神
高

速
道
路
が
全
線
開
通
し
、「
近
畿
の
へ

そ
」
と
言
え
る
魅
力
の
高
い
地
域
に
な

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
魅
力

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
京
都

府
の
迅
速
か
つ
柔
軟
な
判
断
、
支
援
が

必
要
で
す
。
補
助
制
度
、
法
規
制
の
本

府
の
考
え
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。
ま
た
、

農
地
利
用
の
農
地
法
と
の
課
題
や
今
後

の
考
え
方
も
お
答
え
く
だ
さ
い
。

【
政
策
企
画
部
長
】

　

地
域
の
皆
様
の
声
を
し
っ
か
り
聞

き
、
市
町
村
が
土
地
利
用
計
画
を
立
て

て
る
こ
と
が
基
本
で
、
事
業
の
推
進
は
、

関
係
機
関
が
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
京
都
府
で
は
、

地
域
担
当
の
企
画
参
事
を
中
心
に
、
日

常
的
に
現
地
に
出
向
き
、
市
町
村
の
ま

ち
づ
く
り
や
課
題
に
対
し
て
、
広
域
振

興
局
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
農
地
転
用
で
開
発
を
行
う
場

合
は
「
農
地
法
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
に
資
す
る

た
め
、
農
業
生
産
の
基
盤
で
あ
る
農
地

の
確
保
に
必
要
な
措
置
を
規
定
し
て
お

り
、
農
地
転
用
は
、
都
道
府
県
の
許
可

が
必
要
と
さ
れ
、
10
ｈ
ａ
以
上
の
農
地

な
ど
優
良
農
地
は
、
法
律
上
「
原
則
転

用
不
許
可
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
域
の
持
続
的
な
発
展
を

目
指
し
た
市
町
村
の
ま
ち
づ
く
り
を
基

本
と
し
、
農
産
物
の
加
工
や
物
流
な
ど

地
域
の
農
業
振
興
に
役
立
つ
施
設
等
の

整
備
は
、
優
良
農
地
で
も
転
用
を
許
可

し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
利
用
計
画
の

確
実
性
や
周
辺
農
地
へ
の
影
響
等
の
適

正
な
判
断
や
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く

開
発
許
可
な
ど
と
の
調
整
が
必
要
と
な

る
た
め
、
早
い
段
階
で
相
談
に
応
じ
、

関
係
機
関
と
の
調
整
を
図
る
な
ど
、
手

続
の
迅
速
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
よ
り
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
向
上

す
る
京
都
府
南
部
地
域
は
一
層
迅
速
な

対
応
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
本
庁
各

部
局
や
広
域
振
興
局
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と

な
っ
て
、
市
町
村
と
の
連
携
を
一
層
進

め
、
地
域
の
方
々
の
希
望
が
実
現
す
る

よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

京都府議会９月定例会で、府議会議員として初めて一般質問
を行いました。①少子高齢化・人口減少問題②土地活用での農
地転用について③健康増進施策について質問し、西脇知事、
関係理事者から答弁されました。その一部をご紹介します。

　昨年12月、自民党京都府議会議員団が3班に分かれて令
和2年度政府予算等に関する要望活動を行いました。田島よ
しみつは国土交通省で、安心安全な京都づくりを支える治水
対策の推進について、淀川･由良川水系の国直轄事業の早期
完成、未着手箇所の早期着手等の必要性を訴えました。さら
に農林水産省ではCSF( 豚コレラ )感染拡大防止等の対策につ
いて、予防的ワクチン接種推奨地域に京都府が指定されてい
ないので、地域指定を求め、必要なワクチンの確保を訴えま
した。八幡市、京都府のため、国への積極的な働きかけを行っ
てまいります。

国交省で淀川水系直轄事業の早期完成、
農水省で豚コレラ感染拡大防止対策を要望

３月５日本会議で「新型コロナウイルス感染症対策の
迅速かつ総合的な取組を求める決議」を全会一致で可決。

　「京都府総合計画」は、京都府のめざす方向性を
将来構想、基本計画等の形で明らかにするものです。
府民や有識者で構成した懇話会の意見を踏まえて作
成された計画案に対し、京都府議会で詳細審査や知
事への総括質疑を行いました。また、府民の皆様か
ら多くのパブリックコメントが寄せられ、これらも
生かして修正された最終案が、令和元年９月定例会
で提案され、可決・策定されました。西脇知事を
リーダーに京都府が総力を上げて策定した新しい京
都府総合計画は、私たち府民一人ひとりが、京都で

京都府総合計画
府民と共に「京都夢実現プラン」

新型コロナウイルス感染症対策の迅速かつ総合的な取組を求める決議
　中華人民共和国湖北省武漢市において発生したとされる新型コロナウイルスに
よる感染症については、急速な勢いで世界中に拡散し、国際社会を挙げて対策が
講じられているが、未だ事態の収束は見通せず、国際的な脅威になっている。我
が国においても、感染者が増加する中、新型コロナウイルス感染症対策本部にお
いて、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校における全国一斉の臨時休業
を要請される事態など、感染拡大の抑制に全力で取り組まれているが、未だ予断
を許さない状況にある。こうした中、本府においては、本年１月 30日に京都府
新型コロナウイルス感染症対策本部を設置し、西脇知事を先頭に感染拡大防止に
全力を挙げて取り組んでいただいているところである。しかしながら、感染症の
拡がりは、医療機関や介護等の施設、製造業・観光業をはじめとした経済界、ま
た、教育現場等に甚大な影響を及ぼしており、事態収束のためには、国、市町村、
医療関係者、事業者、そして府民が一丸となった総合的かつ迅速な対応が強く求
められている。よって、京都府においては、何よりも府民の命と健康を守ること

活動していく指針とな
るため、皆さまもぜひ
一度、京都府総合計画
をご覧ください。京都
府のホームページの専
用サイトへアクセスし
ていただくか、パンフ
レットがございますの
で、ご覧ください。田
島事務所にもご用意し
ていますので、お気軽
にお訪ねください。

を最優先に、国、市町村、関係
団体と十分に連携しながら、感
染拡大の防止対策、府民生活の
安心・安全の確保に迅速かつ全
力で取り組むよう強く求めるも
のである。京都府議会において
も、府民の安心・安全の確保の
ため、感染抑制等、事態収束に
向け、一層取組を進める。
以上、決議する。
令和２年３月５日　京都府議会

田島よしみつ活動報告紙京都府議会議員

http://tajimayoshimitsu.com
［ホームページ］

［ブログ］
http://ameblo.jp/tajima1972

府政、暮らしのご相談は

田島

日々の活動をブログで報告
田島よしみつ

フェイスブックの
友達申請も歓迎！
お気軽にどうぞ

本
と
し
、
農
産
物
の
加
工
や
物
流
な
ど

地
域
の
農
業
振
興
に
役
立
つ
施
設
等
の

整
備
は
、
優
良
農
地
で
も
転
用
を
許
可

し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
利
用
計
画
の

確
実
性
や
周
辺
農
地
へ
の
影
響
等
の
適

正
な
判
断
や
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く

開
発
許
可
な
ど
と
の
調
整
が
必
要
と
な

る
た
め
、
早
い
段
階
で
相
談
に
応
じ
、

関
係
機
関
と
の
調
整
を
図
る
な
ど
、
手

　

今
後
、
よ
り
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
向
上

す
る
京
都
府
南
部
地
域
は
一
層
迅
速
な

対
応
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
本
庁
各

部
局
や
広
域
振
興
局
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と

な
っ
て
、
市
町
村
と
の
連
携
を
一
層
進

め
、
地
域
の
方
々
の
希
望
が
実
現
す
る

よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

［発行］令和２年春 田島よしみつ活動報告紙京都府議会議員 VOL.10

たじま新聞
京都府議会議員初当選

京都府議会 文化・教育常任委員会委員、子育て環境の充実に関する特別委員会委員、予算特別委員会委員 田島よしみつ
京都府議会議員

八幡まちかどひなまつり 男山二中校区学校支援地域本部餅つき 八幡市民文化祭 街頭演説活動

北方領土返還要求
京都府民大会及

八幡市消防出初式 京都府総合防災訓練八幡市成人式 観光フォトコンテスト

公園清掃



議
員
活
動

地
域
活
動

皆
さ
ま
の
困
り
ご
と
を
知
り
、
府
や
市
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
実
行

す
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
活
動
や
交
流
の
場
に
で
き
る
だ
け
足
を
運
ん
で
、

お
話
し
を
伺
う
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

府
民
の
暮
ら
し
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、
京
都
府
の
取
組
、
予
算
、

条
例
等
を
、
府
民
の
代
表
で
あ
る
府
議
会
議
員
が
話
し
合
い
を
深
め
、

よ
り
良
い
京
都
府
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
声
を
聞
い

て
正
し
い
判
断
を
す
る
た
め
に
、
国
、
府
、
市
の
取
り
組
み
や
活
動
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
立
京
都
ス
タ
ジ
ア
ム
が
完
成
。
約

２
万
２
０
０
０
人
の
観
客
が
収
容
可
能
な

サ
ッ
カ
ー
、ラ
グ
ビ
ー
、ア
メ
リ
カ
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
な
ど
球
技
専
用
で
、
国
際
試
合
も
開
催
可

能
な
ス
タ
ジ
ア
ム
で
す
。
場
内
に
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
や
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
施

設
も
併
設
。
試
合
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
時

は
ピ
ッ
チ
内
で
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
開
催
で

き
、
賑
わ
い
の
拠
点
と
し
て
、
地
域
に
愛
さ

れ
る
施
設
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

石
清
水
八
幡
宮
で
は
毎
年
、
節
分
前
の
日

曜
日
に「
鬼
や
ら
い
神
事
」
を
斎
行
さ
れ
ま
す
。

本
殿
前
で
宮
中
に
伝
わ
る
古
式
に
則
り
、「
鬼

や
ら
い
人
」
が
邪
気
を
祓
う
桃
の
枝
で
作
ら

れ
た
弓
で
四
方
を
射
り
、
次
に
桃
の
枝
で
作
っ

た
剣
で「
鬼
や
ろ
う
」
の
掛
け
声
と
共
に
四
方

を
打
ち
ま
す
。
そ
の
後
、鬼
や
ら
い
人
、年
男
、

年
女
が
境
内
に
現
れ
た
鬼
に「
鬼
や
ろ
う
」
の

掛
け
声
で
豆
を
撒

き
、
鬼
を
退
散
さ

せ
て
、
参
拝
者
に

豆
が
振
る
舞
わ
れ

ま
し
た
。

　

私
も
府
議
会
議

員
と
し
て
、
地
域

の
伝
統
文
化
の
振

興
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

避
難
訓
練
コ
ン
サ
ー
ト
＆
防
災
講
演
会
が

八
幡
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル
天
井
部
材
が
大
阪
府
北
部
地

震
で
落
下
し
、
ホ
ー
ル
の
天
井
に
落
下
物
防

止
の
ネ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト

中
に
地
震
発
生
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
も
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
と
、
今
回
の
避
難
訓
練

コ
ン
サ
ー
ト
を
京
都
府
警
の
協
力
で
開
催
し

ま
し
た
。
京
都
府
警
音
楽
隊
と
カ
ラ
ー
ガ
ー

ド
隊
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
中
に
エ
リ
ア
メ
ー
ル

が
鳴
り
、
係
員
の
指
示
で
避
難
を
し
ま
し
た
。

防
災
意
識
の
向
上
に
繋
が
る
新
し
い
取
り
組

み
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

体力テストや健康セミナー、歯の検診や
歯みがき指導などが実施され、多くの来
場者で賑わっていました。昨年まで別々
で開催されており、市民にとって同時開催
が望ましいと訴え、これが実現しました。

京都府立山城総合運動公園に府内唯の通
年型アイススケート場「木下アカデミー
京都アイスアリーナ」が完成。国際競技
規格のメインリンク（60ｍ×30ｍ）、サ
ブリンク（46ｍ×18ｍ）があり、アイスホッ
ケー、フィギュアスケート、ショートトラッ
ク、カーリングの４種目に対応しています。

子ども議長が議会の開会を告げ、西脇京
都府知事と田中京都府議会議長からご挨
拶。議場で京都府人権啓発イメージソン
グ ｢世界がひとつの家族のように｣ を皆
で合唱。その後、59名の子ども議員がグ
ループ毎に登壇し、知事、議長、教育長、
府警本部長に質問、それぞれ答弁なされ
ました。柔軟な想像と発想の質問内容に
理事者が感心する場面もがありました。

「知ろう学ぼう ふるさとのお米づくり実行委員会」の主
催で「子どもたちのお田植祭」が開催。田植えの楽しさ、
育てる苦労、収穫の喜びを体験し、地域の伝統文化とお
米づくりの繋がりについて知り、自然の尊さと感謝の心
を育むことを目的にされています。地元議員として来賓
代表で田植えをしました。子どもたちは、田んぼの感触
に歓喜し、苗を植える貴重な体験をしていました。

各地区の屋形神輿が一堂に会し、高良神
社の参道を練り歩く太鼓まつり。当日は3
基の子ども神輿、4基の地区の神輿が宮
入しました。雨模様でしたが、たくさんの
観覧者で盛り上げていただきました。太鼓
まつりが地域住民のつながりや絆を深め、
親睦の輪が広がることを願っております。

やわたの祭りを盛り上げようと、石清水
八幡宮青年会が、献灯事業を実施して約
33年。素晴らしい活動だと感じています。
太鼓まつりや高良社祭が終わり、提灯を
献灯していた支柱を撤収する作業が行わ
れました。祭り後に、汗をかいてくださ
る方々がいらっしゃるから、地域の皆さま
が楽しめる。感謝の気持ちを忘れてはな
りません。

志賀晃次選手は、世界選手権レスリング
フリースタイル 70㎏級の日本代表選手。
天皇杯2018全日本選手権金メダル、2019
アジア選手権銀メダルを持参し、母校・
京都八幡高校レスリング部を表敬訪問。
世界選手権への思いを後輩に語り、ジュ
ニアレスリング部選手の練習もみてくれま
した。八幡に日本代表選手がいることが
次代を担う選手の励みになります。

京都府警ちかん犯罪追放
キャンペーン運動

八幡防犯協会 令和元年度総会

全国都道府県議会議長会主催
新任議員研修会

第67回日本PTA全国研究大会兵庫大会

第42回吉井松里町内会大運動会

「健幸フェスタ2019」と
「第36回歯のひろば」が共同開催

令和元年度
綴喜PTA連絡協議会の総会八幡市消防団 小型ポンプ操法訓練 京都府歯科医師会　歯のひろば

京都府庁の開庁記念式典

交通事故防止府民運動街頭啓発活動

通学時の危険箇所の見守り活動

献灯事業の支柱撤収作業京都八幡高校レスリング部出身の
志賀晃次郎選手が表敬訪問

八幡市青少年育成補導委員主催
サマーキャンプ

第69回社会を明るくする運動
綴喜地区研修大会

高良神社の太鼓まつり　統一巡行・宮入

子どもたちのお田植祭
知ろう学ぼう ふるさとのお米づくり実行委員会

京都サンガFCを応援する
京都府議会議員連盟

文化×知恵産業展実行委員会と京都文化
力プロジェクト実行委員会の共催。京の
伝統産業約 40品目の実演、15品目の体
験や、茶道・華道・書道を実演や展示で
紹介。伝統とテクノロジーを融合させた
先端産業のブースなど、伝統産業と先端
産業が一堂に会しました。

京都・くらしの文化×知恵産業展

自治会の自主防災訓練駅名が「石清水八幡宮駅」に

石清水祭の祭事の一つ放生会の舞台とな
る放生川の清掃に参加。石清水祭は清和
天皇の貞観5(863) 年 8月15日（旧暦）に、
八幡大神様が男山の裾を流れる放生川の
畔にお臨みになり、魚鳥を放ち、生きとし
生けるものの平安と幸福を願う祭儀とし
て始められました。早朝より、多くの皆さ
んと河川清掃し、綺麗になりました。

放生川の清掃活動 お茶とジャズの出逢うまち
Tea for Jazz in YAWATA

第 34回八幡市公私立
｢保育園･こども園のつどい｣

台風19号・地域の警戒活動

八幡市自治連合会主催　
第16回安全･安心のまちづくりパレード

八幡市老人クラブ連合会
創立55周年記念大会

みんなで創ろう‼音楽のまち・
やわた第21回音の祭典inYAWATA

京都府子ども議会

通年利用できる「木下アカデミー
京都アイスアリーナ」が完成

約
２
万
２
０
０
０
人
収
容
可
能
な

京
都
府
立
京
都
ス
タ
ジ
ア
ム
が
完
成

石
清
水
八
幡
宮

節
分
行
事「
鬼
や
ら
い
神
事
」

避
難
訓
練
コ
ン
サ
ー
ト
＆
防
災
講
演
会

SKYふれあいフェスティバルで
京都府警広報の白バイに乗車

京
都
府
与
謝
野
町
の
ス
マ
ー
ト
農
業

の
視
察
で
ホ
ッ
プ
畑
を
見
学
の
様
子
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